
これまで選出された「今年期待の造園人」のご紹介  

第１回 2020(令和 2)年～第 4回 2023(令和 5)年  

 
             第４回 2023(令和 5)年 今年期待の造園人 

  お名前 業   績   等 勤務先（所在地） 

１ 
武内 将司 

（たけうち まさし）  

武内将司氏は、令和 4 年「一造会大賞」において、「地域との繋が

りを目指した取り組みと施工にあたる課題対策と小さな工夫」により

最優秀賞である大賞を受賞した優れた造園技術者である。また施工技

術が高いだけでなく、多くの課題解決、多数の人が関わりながら考え

られるリスクを排除するための擦り合わせなどを行い、妥協せず最善

の方法を検討し、施工中も細部まで臨機応変に対応されるなど、大変

困難な現場においても強い意志の下、目的を達成し完工させたことが

高く評価されるなど、今後活躍が期待できる造園人である。 

  

株式会社石勝エクステ

リア 

（東京都世田谷区） 

２ 
井野 貴文 

(いの たかふみ) 

井野貴文氏は、造園学及び建築学を学んだ後に造園設計事務所へ入

社し、クライアントや建築家、各種専門家との関係づくり、協働に取

り組み、高い評価を得ている。井野氏が携わった「横浜市クスノキ広

場のリノベーション設計」はＣＬＡ賞優秀賞並びに都市公園等コンク

ール都市局長賞を受賞、「川口市グリーンセンター遊育の森づくり」

はＣＬＡ賞優秀賞並びに都市公園等コンクール審査委員特別賞を受

賞している。また、造園学会サマースタジオ、ＣＬＡにおける技術委

員としての活動の他、JLAU観光部会の中心メンバーとして社外活動

にも積極的に取り組んでおり、今後活躍が期待できる造園人である。 

  

株式会社グラック 

（東京都中央区） 

 

３ 

島田 遥 

（しまだ はるか）  

島田遥氏は、若手技能者が技の日本一を競う「技能五輪全国大会」

（平成 18 年）に出場し銀賞を受賞し、また全国都市緑化信州フェア

で実施された「女性技術者造園技能競技大会」（平成 31 年）では金

賞（第 1位）を受賞するなど、優れた技能技術の持ち主である。平成

28 年には優秀な技術技能や施工実績、将来性が評価され国土交通省

「青年優秀施工者土地・建設産業局長顕彰」（ジュニアマスター）を

受賞した。また（一社）日本造園組合連合会の作庭事業等に積極的に

参加して造園の魅力を情報発信し、同連合会滋賀県支部長として業界

の振興に取り組むなど今後の活躍が期待できる造園人である。 

  

庭や遥 

（滋賀県草津市） 

４ 
丸山 幸 

（まるやま みゆき） 

丸山幸氏は、熊本市において造園設計事務所を主宰、2017年「国

際旅客船拠点形成港湾」に指定された八代港において、国、熊本県、

民間企業（船社）三者の連携のもと、旅客ターミナル周辺のおもてな

し空間の設計・監理を行い、官民連携による国際クルーズ拠点の整備

のさきがけとして実績を残し、2022年第 38 回全国都市緑化くまもと

フェアにおいては、ニコライ・バーグマン氏監修の街なか花壇の設計

に携わり、花卉事業者など多数の関係者との協働のもと、熊本城へと

続くシンボルプロムナードを鮮やかにデザインし、CLA 賞 2022 年調

査・計画部門 特別賞を受賞している。新たな事業手法や関係者との

連携のもと、ランドスケープ空間の創出に積極的に取組んでおり、今

後期待できる造園人である。 

株式会社大揮環境計画

事務所 

（熊本県熊本市東区） 



 

 

５ 
椎名 春菜 

（しいな はるな） 

椎名春菜氏は、長野県安曇野市にある（一財）公園財団アルプスあ

づみの公園管理センターに勤務し、希少生物の持続的な発生が可能な

場所として、国、自治体及び昆虫の専門家等の協力を得てビオトープ

（生物の生息空間）づくりに着手、その過程で市民参加の生き物調査

を実施し安曇野市では 90年振りの発見となった市の絶滅危惧種であ

る「クロゲンゴロウ」をはじめ、各種の希少生物の生息を確認するな

どの成果を上げている。ビオトープは、安曇野市の環境学習イベント

のフィールドとしても活用され、学校団体向けの環境プログラムの提

供や定期的な生物観察会を開催し、公園の魅力増進だけでなく、地域

における豊かな自然の復元・環境保護に貢献するなど今後活躍が期待

できる造園人である。 

 

一般財団法人公園財団

アルプスあづみの公園

管理管理センター 

（長野県安曇野市） 

６ 
丹部 一隆 

（たんべ かずたか） 

丹部一隆氏は、ライプニッツ大学ハノバー・ランドスケープ大学院

（2016～2019）を卒業後メッシュ景観設計事務所を東京とハノーバー

で設立し、日本及びドイツ両国で多くのランドスケーププロジェクト

の実務に従事している。日本における代表作品は、2017年認定こど

も園第一仏光こども園（兵庫県たつの市：グッドデザイン賞）、2020

年宝塚仏光保育園（兵庫県宝塚市）、2021 年 hocco なりわい賃貸住

宅ランドスケープデザイン（東京都武蔵野市：グッドデザイン賞グッ

ドフォーカス賞[地域社会デザイン]）などがあげられ、日本及びドイ

ツ両国において、庭から都市計画にいたるまで様々なスケールにおけ

るランドスケープの設計を実践し、国際的な視野をもつ今後活躍が期

待できる造園人である。 

 

メッシュ景観設計事務

所 

（東京都練馬区） 

７ 
石川 啓貴 

（いしかわ ひろたか） 

石川啓貴氏は、国土交通省職員として 2027 年開催の国際園芸博覧

会の準備・運営体制整備等に携わり、2021 年 11月 2027年国際園芸

博覧会協会設立、BIE（博覧会国際事務局）への申請準備、国際園芸

博覧会の準備及び運営に必要な特別措置法の公布・施行や、2022 年

11月 BIE総会における開催承認といった一連の重要な局面において、

事務局のリーダー的な役割を果たした。2027 年国際園芸博覧会の準

備は、造園の未来を見据えた開催意義を共有し、国際機関、関係省庁、

業界団体、学識者、開催都市などと連携して推進されるが、同氏は自

ら企画立案して周囲に積極的に働きかける実行力を備え、園芸博開催

の基盤づくりに貢献しており、今後活躍が期待できる造園人である。 

 

国土交通省都市局 

（東京都千代田区） 



 

第３回 2022(令和 4)年 今年期待の造園人 

  お名前 業   績   等 勤務先（所在地） 

１ 
秋山 佳弘 

（あきやま よしひろ）  

秋山佳弘氏は、全国の 1 級技能士が技の日本一を競う「技能グラン

プリ」（2017 年 2月）に出場し、造園競技で銀賞を受賞、同年 9 月の

「全国都市緑化はちおうじフェア」では、庭園コンテスト出展作品「一

息ついて」が、最高賞の国土交通大臣賞を受賞した優れた造園技能技

術者である。また氏は様々な技能講習会の運営に積極的に協力、後進

の指導育成に貢献し、「庭師の匠」のひとりとして「ものづくり・匠

の技の祭典 2021」（主催 東京都）での庭づくりのライブ配信など、

コロナ禍にあっても、様々な試みを通して造園の魅力発信に取り組

み、今後活躍が期待できる造園人である。 

  

秋山造園有限会社 

（東京都日野市） 

２ 
沖 三奈絵 

(おき みなえ) 

沖三奈絵氏は、造園建設会社において工事部門や営業部門職を担当

している若手技術者である。令和 3 年「一造会大賞」において、板橋

区小豆沢公園の「公園整備における崖線緑地の保全と景観維持への取

り組み」が高く評価され、最優秀賞を受賞した。本取り組みは、1年

半の長期にわたり現場に従事し、崖線緑地の保全と補植による緑地再

生、造成見直しによる発生残土の削減、市民に親しまれてきた樹木保

全と景観維持を、的確な現地崖線の調査、周辺住民の意向把握、現地

に即した設計改良と施工法の提案等、造園工事の総合力で成し遂げて

おり、今後活躍が期待できる造園人である。 

  

西武造園株式会社 

（東京都豊島区） 

 

３ 

小澤 亮太 

（おざわ りょうた）  

小澤亮太氏は、多様なバックグラウンドを持つクリエイターとパー

トナーを組み、ひとつの分野にとらわれず、ブランディング、建築、

インテリア、ファニチャー、サイン、プロダクトにいたるまでトータ

ルなデザインを展開している。代表作品である Tokiwa-Beppu–Park

（2019 年 大分県別府市）、テラスモール松戸・KIDIYS PARK（2019

年 柏駅西口みんなの広場、千葉県柏市）、豊門公園（2020年 静岡

県駿東郡小山町）、HIBIYA ART FURNITURE STREET（2020 年 東京都

千代田区）、デュオヒルズ大分中島（2021 年 大分県大分市）、まち

たねプロジェクト・小諸まちタネひろば（2021年 長野県小諸市）

など、新しい発想による意欲的な作品づくりを目指し、今年活躍の期

待できる造園人である。 

  

合同会社 HOC 

（神奈川県横浜市） 

４ 
古木 治郎 

（こぎ じろう） 

古木治郎氏は、2019 年 10 月 31 日に焼失した首里城正殿等の復元

事業に取り組み、2022 年に予定されている正殿本体工事着工、2026

年の正殿復元を目指して基本設計、実施設計を担当している。本復元

事業にあたっては、防災・防火対策、材料調達、新たな知見の分析・

検証等、技術的な検討などを総合的に行うとともに、正殿遺構の公開、

大龍柱の補修・展示、見学デッキの整備、現場での各種工事等のマス

コミ公開や沖縄県等と連携したユーチューブ等のメディアでの情報

発信等、正殿等の復元過程の公開、赤瓦漆喰はがしボランティアや首

里城復興祭など、新しい「復元事業」の取組を推進し、今後活躍の期

待のできる造園人である。 

 

内閣府沖縄総合事務局 

国営沖縄記念公園事務

所 

（沖縄県国頭郡） 

５ 
千田 智基 

（ちだ ともき） 

千田智基氏は、環境省技官として数多くの国立公園で自然環境整備に

携わり、外来生物の影響が課題である小笠原国立公園では自然再生事

業や世界自然遺産管理に中心となって取り組んだ。また、北海道地方

環境事務所では、支笏洞爺国立公園の保護管理の舵取りを行いつつ、

令和３年度までにビジターセンターなど道内７施設の省エネ化と太

環境省 

北海道地方環境事務所 

（北海道札幌市） 



 

 

 

第２回 2021(令和 3)年 今年期待の造園人 

                          

               

陽光発電設備導入等による脱炭素化改修に先行的に取り組みほか木 

材利用推進のためのＣＬＴ工法の採用、登山道における近自然工法の

整備・ドローン測量の実施など自然公園等施設全体の先進技術の検討

に大きく貢献しており、今後活躍が期待できる造園人である。 

 

６ 
津久井 敦士 

（つくい あつし） 

津久井敦士氏は、公園、商業施設、集合住宅、寺社境内等における

パブリックな屋外空間を中心としたデザインを得意とし、場の魅力を

最大限に引き出すことを原点に、美しく快適な環境の創出に寄与して

いる。氏が中心となって担当した「グランモール公園再整備」は、2017

年ランドスケープコンサルタンツ協会(CLA)賞設計部門最優秀賞、

2018 年グッドデザイン賞、2018 年土木学会デザイン賞奨励賞を受賞

し、「CO・MO・RE YOTSUYA（コモレ四谷）ランドスケープ計画」は 2021

年 CLA 賞設計部門最優秀賞を受賞するなど、ランドスケープデザイン

の実力は各方面で高く評価され、今後活躍が期待できる造園人であ

る。 

 

株式会社三菱地所設計 

（東京都千代田区） 

  お名前 業   績   等 勤務先（所在地） 

1 

稲葉 篤 

（いなば あつし） 

  

稲葉 篤氏は、深川・木場地域に誕生したオフィス・商業複合施

設「深川ギャザリア」を竣工後約 10 年間管理し、「日々の観察と他

の専門家とも協働した適切な手入れが空間の評価を高め、管理レベルも高ま

る」という相乗効果を具体的に示す管理業務として高く評価されている。こ

の成果は「ガーデンコート」、「センタープラザ」を中心にした「イベント

ゾーン」において「花の専門家との協同による演出」、「廃材を利用した寄

せ植え」、「企業プロモーションによる花のハンギング」、子供が自由に絵

本を楽しめる「お庭図書館」の設置等により、2020 年一造会大賞（最優秀

賞）「深川ギャザリア・ガーデンコートにおける管理業務とイベント会場の

彩り」を代表者として受賞するなど、造園管理において今後活躍が期待でき

る造園人である。  

富士植木株式会社 

（東京都千代田区） 

2 
髙沖 哉 

(たかおき はじめ) 

 

髙沖 哉氏は、造園設計事務所を主宰し、2015年「天王寺公園“てんし

ば"（大阪市天王寺区）」において計画・設計グループの一員として、官民

連携のパークマネージメント事業として先駆け的な取り組みを行い（2016

年グッドデザイン金賞）、2016 年「清凉院樹林墓苑（宮城県気仙沼市）」

においては共同デザイナーとして、海への眺望を活かし、墓苑とすることで

植生回復を促す風景墓苑の計画・設計（2018 年グットデザイン賞）を行う

など、従来のランドスケープの活動を広げた領域で、新しい発想による意欲

的な作品づくりを目指し、今後活躍が期待できる造園人である。         

株式会社ヒュマス 

（東京都国分寺市） 

3 
森田 緑 

（もりた みどり）  

 

森田 緑氏は 2010 年造園設計事務所に入社し、「動植物園設計・研究セ

ンター」に配属され、全国の動植物園における計画・設計を担当し、宮城県

仙台市の八木山動物公園ふれあいの丘における基本・実施設計は代表作のひ

とつである。 

その後、2011 年東日本大震災の被災地に設置した「高田松原津波復興祈

念公園 国営追悼・祈念施設」の基本設計・実施設計グループの一員として、

2020 年ランドスケープコンサルタンツ協会賞(ＣＬＡ賞)の設計部門におい

て最優秀賞を受賞している。 

次世代の造園設計界において、今後活躍が期待できる造園人である。 

  

株式会社プレック研究

所 

（東京都千代田区） 



 

 第 1回 2020(令和 2)年 今年期待の造園人  

 

 

  お名前 業   績   等 勤務先（所在地） 

1 
青江 勇二 

(あおえ ゆうじ)  

青江 勇二氏は、一般社団法人日本造園組合連合会青年部の部長として、

技術技能の向上事業、広報活動等を全国規模で展開し、業界の活性化に貢

献している。2018年全国都市緑化やまぐちフェアに同連合会青年部として

庭園｢未来へつなぐ長州の庭｣を出展し国土交通大臣賞を受賞、2019年には

全国軽トラガーデンコンテストを開催するなど、青江氏が中核となって

様々な事業を実施しており、造園施工業の担い手として活躍が期待され

る。      (E-mail: y.aoe@ad.wakwak.com) 

株式会社青江造園土木 

（岡山県倉敷市） 

2 
小野 晶大 

(おの あつひろ) 

小野 晶大氏は、造園の世界が広がりを見せる中、大学在学中に生物多様

性の世の中の到来を察知し、国土交通省に入省。宮城県石巻市「石巻南浜

津波復興祈念公園」整備に取り組んだほか、多様化する自然災害の台風・

豪雨災害の対策に寄与する都市公園の可能性の研究、安全・安心で持続可

能な国土形成の課題への対応、自然環境の機能を活用したグリーンインフ

ラの推進に取り組むなど、国土政策の展開に活躍が期待される 20歳代の

造園人である。 

国土交通省国土政策局 

離島振興課 

（東京都千代田区） 

 

3 

立松 俊和 

(たてまつ としかず） 

立松 俊和氏は、これまで視覚・聴覚などに依存していた野生生物の調査

方法に対し、ドローンによる実写撮影や鳴き声の声音分析を駆使した同定

分析など、情報通信技術を活用し生物モニタリング技術を応用した調査の

精度向上と信頼性の確保に多大な貢献を果たしてきた。その成果｢情報通

信技術を活用した生物モニタリング｣は、令和元年 7 月｢第 2 回 一般社団

法人 自然環境共生技術協会 会長賞｣を受賞するなど、ランドスケープ技

術の開発等に取り組む 20歳代の造園人として活躍が期待される。          

(E-mail:toshikazu.tatematsu@tk.pacific.co.jp）         

パシフィックコンサル

タンツ株式会社 

北海道支社 

（札幌市北区） 

4 
八色 宏昌 

(やいろ ひろまさ) 

八色 宏昌氏は、造園設計事務所を主宰するほか、ランドスケープコンサ

ルタンツ協会のＲＬＡ資格制度総合管理委員、日本造園学会の生態工学研

究推進委員、造園ＣＰＤ推進委員等を歴任するとともに、氏が設計した「伊

勢志摩国立公園横山展望台再整備」業務は 2019 年ランドスケープコンサ

ルタンツ協会賞(ＣＬＡ賞)の設計部門において優秀賞を受賞しており、造

園界を牽引するランドスケープアーキテクトとして期待される。 

景域計画株式会社 

（横浜市中区） 

5 
和田 貴子 

(わだ たかこ) 

和田 貴子氏は、「京都府立けいはんな記念公園」の指定管理業務の立ち

上げから参加し、同公園において行政、地域団体との連携、市民との協働

により様々なイベントを実施する等、同公園の指定管理者としての管理運

営の基礎を築いた。現在は、東本願寺、南禅寺、金戒光明寺などの京都の

名園や森林を中心に庭園文化・自然文化を伝える活動を行う等ランドスケ

ープマネジメントの旗手として活躍が期待される。                            

（ E-mail:shizen@ueyakato.co.jp) 

植彌加藤造園株式会社 

（京都市左京区）  


